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山
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市
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野
田
字
高
砂

２
　
調
査
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間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
七
月
ｉ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
斉
藤
主
税

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
ぞ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

熊
野
田
遺
跡
は
、
酒
田
市
衛
地
の
東
方
約
五
血
、
飽
海
平
野
と
呼
称
さ
れ
る

最
上
川
以
北
の
沖
積
平
野
部
中
央
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
本
遺
跡
の
北
方
五

・
五
血
に
は
平
安
時
代
出
羽
国

府
に
擬
定
さ
れ
て
い
る
国
指
定

史
跡

「城
輪
枡
跡
」
が
所
在
し

て
お
り
、
こ
れ
を
中
心
に
酒
田

市
東
部
か
ら
八
幡
町
に
か
け
て

平
安
時
代
の
官
衝
跡
や
集
落
跡

が
数
多
く
点
在
し
て
い
る
。
遺

跡
は
、
酒
田
北
部
三
角
洲
に
立

地
し
、
出
羽
山
地
よ
り
源
を
発

す
る
新
井
田
川
左
岸
の
水
田
地
で
あ
り
、
標
高
四
ｍ
を
測
る
。

熊
野
田
遺
跡
の
調
査
は
、　
一
九
八
七
年
度
県
営
園
場
整
備
事
業
に
と
も
な
う

緊
急
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
南
辺
九
五
ｍ
、
東
辺
四
五
ｍ
、
西
辺
三
八
ｍ
、
北

辺
六
六
ｍ
の
長
さ
に
板
材
が
直
線
で
連
な
り
、
四
方
に
囲
ま
れ
た
板
材
列
を
有

す
る
集
落
跡
と
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
八
八
年
度
に
は
、
板
材
列
で

囲
ま
れ
た
中
央
部
に
県
道
生
石

。
浜
田
線
道
路
改
良
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
年
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
、
板
材
列
で
囲
ま
れ
た
内
部
に
は
、
掘
立
柱
建

物
跡

一
二
棟
、
井
戸
跡

一
基
、
土
娠
四
〇
基
、
溝
状
遺
構
四
六
条
の
他
、
建
物

跡
と
し
て
組
み
合
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ピ
ッ
ト
等
、
多
数
の
遺
構
を
検
出

し
た
。
ま
た
東
辺
の
板
材
列
態
ぼ
中
央
部
に
は
、
東
西
二
間
、
南
北

一
間
の
掘

立
柱
建
物
が
板
材
列
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
確
認
さ
れ
、
本
遺
構
の
出
入
日
施
設
と

考
え
ら
れ
る
。
検
出
さ
れ
た
板
材
列
と
建
物
跡
の
軸
方
向
は
ほ
ぼ
同

一
の
傾
き

を
測
り
、
同
時
期
に
営
ま
れ
た
遺
構
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、
整
理
用

コ
ン
テ
ナ
に
約

一
一
〇
箱
ほ
ど
出
上
し
て

い
る
。
内
容
的
に
は
須
恵
器
、
赤
焼
土
器
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
緑
釉
陶
器

片
、
灰
釉
陶
器
片
や
輸
入
青
磁
片
も
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。
須
恵
器
や
赤
焼
土

器
に
は
、
漆
お
よ
び
漆
紙
の
付
着
し
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
木
製
品
で
は
、

漆
塗
り
椀

・
曲
物

・
底
板

。
斎
串
な
ど
が
あ
る
。

遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
に
は
、
木
衛
の
ほ
か
に
石
帯
二
点
、
布
目
瓦
二
点

が
あ
る
。
石
帯
は
丸
輛
で
、
縁
辺
部
に
漆
を
施
し
た
烏
油
腰
帯
と
呼
称
さ
れ
る

(酒 田)



1988年出上の末簡

も
の
で
あ
る
。
墨
書
土
器
は

一
次
調
査
で
七
六
点
出
上
し
、
二
次
調
査
で
の
出

土
点
数
を
合
わ
せ
る
と

一
〇
〇
点
を
こ
え
る
出
土
量
で
あ
る
。
墨
書
銘
に
は
、

「豊
」
「
万
」
「
刀
」
「
西
」
「仁
」
「新
」
「大
」
「中
」
「表
」
「真
」
「乗
」
等
が

あ
り
、
判
読
で
き
な
い
墨
書
も
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
習
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、

「乗
」
と
墨
書
さ
れ
た
書
体
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
資
料
増
加
と
、
書
体
の
検

討
が
課
題
に
な
る
。
そ
の
他
の
遺
物
に
は
土
錘
三
点
、
砥
石
五
点
、
リ
ン
グ
状

を
塁
し
た
土
製
品
、
石
製
支
脚
の
他
、
永
楽
通
宝

。
洪
武
通
宝

。
皇
宋
通
宝
等

の
吉
銭
が
出
上
し
た
が
、
後
世
に
よ
る
混
入
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
遺
構
は
、
板
材
列
南
西
角
よ
り
東
辺
中
央
部
に
か
け
て
、

幅

一
・
五
ｍ
ｉ
二

・
五
ｍ
、
深
さ
三
Ｏ
ｉ
四
五
∽
を
測
る
溝
状
遺
構
で
あ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
□
依
如
件
但【幽
駆
首〔醜
ぎ
□
□
□〔酬
騨
□
□

但
田
者
在
贄
人
縄
継
□

金
い
じ

×
Ｏ
ｅ

×
⇔
　
ｏ
盟

一

ω
は
板
材
列
で
囲
ま
れ
た
内
部
に
営
ま
れ
た
溝
状
遺
構
の
底
面
よ
り
検
出
さ

れ
、
多
量
の
上
器
と
共
に
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
贄
人
縄
継
が
前
段
の
文
を

報
告
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
墨
痕
が
不
明
確
な
文
字
が
多
く
、
木
簡
の
も
つ

意
味
は
判
然
と
し
な
い
。

本
澄
跡
の
成
立
時
期
は
九
世
紀
後
半
頃
に
考
え
ら
れ
、
木
簡

・
石
帯
な
ど
に

示
さ
れ
る
よ
う
な
官
衛
的
性
格
は

一
〇
世
紀
代
に
入
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
多
量
の
墨
書
土
器
や
布
目
瓦
の
出
上
、
さ
ら
に
須
恵
器
の
底
面
や
高
台

部
を
利
用
し
た
転
用
硯
な
ど
か
ら
は
本
遺
跡
の
多
様
な
性
格
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。詳
細
な
検
討
は
今
後
に
残
る
が
、
一
〇
世
紀
代
の
遺
物
が
か
な
り
の

量
で
出
上
し
て
い
る
点
も
含
め
て
遺
跡
の
性
格
を
推
し
測
る
上
で
注
目
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『
熊
野
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
盆
九
八
七
年
）

同

『
熊
野
田
遺
跡
第
三
次
調
査
説
明
資
料
』
盆
九
八
八
年
）

（野
尻
　
侃
）

む
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中


